５　総括
　　　　　　　　　　要するに、以上述べてきたとおり、律令国家体制の法権の浸透したのは、土地の条里制開発に伴う班田収授法の行なわれたわずかの期間で、その後の荘園体制の発達につれて、中央政権の法治力は権威を失い、鎌倉幕府の武家法により、やや秩序が回復しかけたが、これも室町幕府に移ると前述の如くいよいよ混乱時代におちいり、人災に加わる天災地変にあっても庶民は途炭の苦しみから救われるみちもなかった。こういう世相の続いた原因の一つとして、土木技術の未発達、交通道路の不備があげられねばならない。その結果が各地の豪族がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かつ),割)拠し、そのほしいままに権力をふるう時代がつづいたともいえる。このことを考えると、徳川幕府が五街道の開発を実施したのはまことに意義深いものがあると思う。

